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低温性脱窒 菌及 びセ ル ロ
ー

ス 分解菌の 取得

（筑波大 ・応生 化）○竹 田三 恵 、 中島 （神戸）敏明 、 野村暢彦 、 中原忠篤

【目的】　 地下水汚染物質で ある硝酸態窒 素 を環境 に低負荷な方法 で 除去す る ため 、 担

体 に 固定 した低温 性脱窒 菌を 地 ド水 中に投入す る こ とを考え た 。 しか し地 下水 に は脱窒

菌の 利用で きる 有機物が 少な い こ とか ら、不 溶性有機物で あるセ ル ロ
ー

ス を担体 と して

用い 、
セ ル ロ

ー
ス分解菌 も同時に 固定す るこ とで脱窒 菌の 栄養源 を確保す る こ ととし

た 。 そ こ で 、低温性脱 窒菌 と低 温性セ ル ロ
ー

ス 分解 菌の 取得を試み た 。

【方法および 結果】　 ス ク リー
ニ ン グに は脱窒菌培地 とセ ル ロ

ー
ス 分解 菌培地 を用 い 、

土壌サ ン プル 約300種類を添加 し1C℃ で 静置培養を行 っ た 。 そ の 結果 、 低温性脱窒 菌と

して 11株 、 低 温 性セ ル ロ
ー

ス分解菌 と して 1株の 候 補菌株を得 た 。
こ の うち低温 性脱 窒

菌の 多 くが Ps’cudomonas 　 fiuorescensで あ っ た 。 また そ の 脱窒能を
一

般 的な常温性脱窒 菌

と比較 した とこ ろ、 10℃ と30℃ の 両方に に お い て 取得菌 の 方に 高 い脱窒 能が 認 め られ

た
。

さ らに 取得菌は 4℃ に おい て も脱窒 能が確認 された 、，　 ・
方 、 低温性 セ ル ロ

ー
ス 分解

菌につ い て は 、 担体 セ ル ロ
ー

ス の 分解が 確認 され た 。

【将来の 展開】　 得 られ た低温性脱 窒 菌 と低 温性セ ル ロ
ー

ス 分解菌をセ ル ロ
ー

ス担体に

共生 させ る こ とに よ り、 唯
一

炭素源が セ ル ロ
ース の 時に 活 発な脱窒が 行われ るた め の 条

件 を検討 して い く予定で あ る u
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【目的】　 プラス チ ッ クな どの合成高分子は 、 脂肪族ポ リエ ス テ ル な ど一
部の もの を

除き、微生物分解性 に欠ける もの と見な されて お り 、 例え ばポ リア ミ ド （ナイ ロ ン）

につ い て もほ とん ど微生物分解 を受けな い もの と考え られて い る 。 我々 は以 前 よ り、

合成高分子 を分解 する好熱菌の 探索を行 っ て い るが 、今 回、ナイ ロ ン12に分解性 を

有する好熱菌 を発見 した の で こ こ に報告する。

【方法及 び結 果 】　 全国各地 か ら集めた 土壌サ ンプル を滅菌水 に懸濁させ 、 ナイロ ン

12 （対培養液O．5％ ）を炭素源 とす る培地 に加 え ，振 と う培 養器 を 用 いて 1週 間 、 60

℃ 、 120rpm の 条件で 集積培養を3回行 い 、 生 育が見 られ た場合 に は20 日間 の 純粋培

養 を行 っ た 。 分解性の 評価は 、培地 の 660nm にお ける 吸光度、残存ポ リマ ー
の 還元

粘度、そ の他 、 を測定す る こ とか ら行 っ た 。 その 結果、No．26 の ± 壌サ ンプル か ら

得 られた 菌株が 、 培地の 吸光度 を上昇させ る と とも に 、 残存ポ リマ
ー

の 還元 粘度の 大

幅な減少を もた らすこ とな どか ら、 ナイ ロ ン 12を資化 ・分解する こ とが 認め られ

た 。な お、本菌株 を 同定 した とこ ろ 、Baciiius属 に属 す る好熱 菌 と推 定 された 。
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